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世界の感染者数

世界の死者数



先週が連休明けというこ
ともあり感染者が少なめ
でした
それにしても２倍近い感
染者増は大きい
宮城県が10万人当たり
の数１位へ



東京都の感染者が増加中

順調に増加中
その増加率は第７波から比
べると半分以下



42,471人

20,173人

238,903人 +0.2％

185.9万人



ワクチン接種が唯一の防衛方法
•世界的にワクチン接種はWHOの方針もあり地域差
はあるものの進んでいるといえる

•日本のオミクロン株対応ワクチン接種率 19.2％

•日本の5～11歳児のワクチン接種率

• １回目23.2％ ２回目22.1％ ３回目5.7％







ワクチン接種が唯一の防衛方法
•世界的にワクチン接種はWHOの方針もあり地域差
はあるものの進んでいるといえる

•日本のオミクロン株対応ワクチン接種率 19.2％

•日本の5～11歳児のワクチン接種率

• １回目23.2％ ２回目22.1％ ３回目5.7％

•このようにアフリカは未だに30％前後の接種率

•変異を繰り返し致死度は減少している

•世界全体ではウィズコロナ政策に踏み出す



分類変更

•政府は新型

コロナを感染

法上の分類

を変更示唆

•現在は２類相当としほぼ国の全面
負担で対応

•５類に引き下げることで国の負担を
軽減する



感染症法について
•人類の歴史の中で病気を治す医学は感染症との戦
いであったと言える

•日本も戦前までは死因の多くは感染症であった

•未知のウイルス等による感染症対策を考える必要

•1999年 感染症法成立

•この法律の中で危険度を５つの分類でまとめる

•第１類 感染力が極めて強く、また罹患した場合に
は致死的となる最も危険度の高いもの



•第２類 １類ほどではないが感染力と重症度が高く
パンデミックを起こすリスクがあるもの

•第３類 集団食中毒など、主に食べ物や飲み水を介
して集団発生し多くの感染者を発生させるもの

•第４類 動物や虫などを介して人に感染する感染症
の一群のこと

•第５類 危険度がさほど高くないものの、拡大を防止
すべきもので、国が動向調査を行い情報を公開する

•５類に変更されればインフルエンザと同じ対応に





詳しいことは厚生労働省のHPを参照

感染症



一週間を振り返って
•11月25日 韓国 運輸労働者のｽﾄﾗｲｷが経済に打撃
•11月26日 ﾍﾞﾗﾙｰｼ・ﾏｹｲ外相が外遊中に急死
•11月27日 バチカン 司教任命で中国に遺憾の意
• ハワイ マウナロア山が38年ぶりに噴火
•11月28日 ﾐｬﾝﾏｰで収監された久保田徹さんが会見
•11月29日 中国 デモ対策で厳戒態勢をとる
•11月30日 中国 江沢民元国家主席死去
• 敵基地攻撃能力を実質合意
•12月１日



韓国の運輸関連のストライキ
•全国民主労働組合総連盟公共運輸労組貨物連帯本
部がストライキ

•組合員25000人

•運転手に運送料を保障する「安全運賃制」の恒久化
と適用拡大を求めている

•様々な所で物流がストップ

•仁川港では荷物の搬出入量が７割減

•現在ソウル首都圏ではガソリン不足が深刻化





韓国のストライキの根本問題
•今回のストライキは政治闘争となっている

•今回のストライキは今年になって発生している

•全国民主労働組合連合会 組合員100万人

•豊富な資金を持っていて大規模なストライキ可能

•政府や企業に過大な要求を突きつけ譲歩を得る

•文在寅政権の支持母体

•尹政権としては受け入れられない 業務開始命令
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•ベラルーシのマ
ケイ外相が死去

•唯一の西側との
パイプ役

•死因は心臓病
の発作と発表

•その後陰謀説

•ロシアにとって
は有利になる
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ｷﾘｽﾄ教会司教を巡る対立
•司教任命権の問題

•1951年に断絶

•2018年に和解

•10月に暫定合意を
2年延長した直後

•バチカンとしては中
国の信者数はかな
り魅力的



中国の宗教問題
•1949年 中華人民共和国憲法制定

•信教の自由を規定している

•1946年時点でｷﾘｽﾄ教は300万人ほどの信者がいた

•道教 仏教（ﾁﾍﾞｯﾄ仏教） ｲｽﾗﾑ教など多彩な宗教

•1951年 朝鮮戦争でｷﾘｽﾄ教徒が妨害すると考える

• 上海のバチカン駐中国公使追放

•1967～77年 文化大革命 宗教弾圧が進む

•1980年代に入って宗教への圧力は低下



共産党が進める宗教の中国化
•共産党としては無神論を広めたい

•政府の政策に不信や不満を持つ人が増えれば宗教
に流れる

•ｲｽﾗﾑ教の信者数は2000万人あまり

•政府への抵抗勢力をみなし弾圧

•ｷﾘｽﾄ教もバチカンが台湾を承認しているので問題

•2013年 宗教の中国化を進める

•2018年 バチカンと中国政府が司教選任で合意

人権問題としてｸﾛｰｽﾞｱｯﾌﾟ

ﾁﾍﾞｯﾄ仏教1300万人

政府の指導下で存在
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ﾐｬﾝﾏｰで拘束されていた久保田徹さんが会見
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中国各地で新型コロナ対策反対デモ



揺れる中国のコロナ対策
•11月24日夜 新疆ｳｲｸﾞﾙ自治区の高層ﾏﾝｼｮﾝ火災

•10人死亡9人負傷 ＞ 新型ｺﾛﾅ対策の影響で死者

•サッカーワールドカップの中継のこともあり

•中国の過度の規制に対して疑問を持つ人がデモへ

•1989年の天安門事件を彷彿とさせる

•政府は徹底的に抑え込む

熱狂する応援団の人たちはマスクなどしていない

周近平批判が出たのがポイント



徹底的に抑え込む政府
•テレビや新聞などのマスメディアには報道させない

• ＞全て国営企業なので可能

• ＞趙立堅副報道官 「そのような事実はない」

•SNSなどは常に監視し問題になるものは削除する

•抵抗勢力は逮捕し投獄したり再教育をする

•逮捕されると家族にも影響がでる

•行動を起こす前に警告を与える

•今回のように地方に帰郷させる

海外の報道関係者の質問

集団生活をさせない



新型ｺﾛﾅ対策で国と地方の対立も



アメリカでデモ規制に苦言



新宿でも抗議活動



•全国に広がる反対運
動の影響か
•ゼロコロナ政策変更？
•感染者強制隔離緩和
•PCR検査縮小
•長期隔離は情緒不安
を招くので是正する
•政府からの指示が自
治体に出たらしい
•これで習近平体制安
泰になるのか？
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•江沢民氏死去

•鄧小平氏の改
革開放政策を
引き継ぐ

•中国の経済成
長の原動力

•中米関係改善

•対日強硬策

•日本訪問時でも
物議を
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同姓婚訴訟判決
•同姓婚を認めてい
ない民法・戸籍法
の規定は憲法違反

•判決は「合憲」とし
請求は棄却

•法制度が無いのは
重大な障害

•立法措置を促す



憲法に違反 第２項
•〔家族関係における個人の尊厳と両性の平等〕

•第二十四条 婚姻は、両性の合意のみに基いて成
立し、夫婦が同等の権利を有することを基本として、
相互の協力により、維持されなければならない。

•２ 配偶者の選択、財産権、相続、住居の選定、離
婚並びに婚姻及び家族に関するその他の事項に関
しては、法律は、個人の尊厳と両性の本質的平等に
立脚して、制定されなければならない。



今回の判決理由
•憲法における「婚姻」は男女が子を産み育てる関係
を保護するもの

•伝統的な社会通念
•現状では異性カップルのみが対象
•同性ﾊﾟｰﾄﾅｰと家族になる法制度が存在しないのは
重大な障害で脅威である
•婚姻制度に同性ｶｯﾌﾟﾙを含めるかは立法府で議論
必要

弁護団は婚姻平等へ
１歩前進と
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•与党が敵基地攻撃能力
保有へ実質合意

•防衛政策の転換点

•新型ﾐｻｲﾙや飽和攻撃
に対応するには必要

•この能力を持てば抑止
力になる

•行使は政府が存立危機
事態対処法等で対応

先制攻撃問題

財源はどこから？



ウクライナ情勢



•スペインで手紙爆弾

•この一週間で５通

•大統領府やｱﾒﾘｶ大使館、
ｳｸﾗｲﾅ大使館、武器製
造会社など

•ｳｸﾗｲﾅ大使館で負傷者

•国内から発送されたもの

•ﾛｼｱとの関連は不明



今後どう展開するのか
•12月1日 ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞで始まったOSCE（欧州安全保障
協力機構）会合

•議長国がロシアの出席を拒否

•ウクライナ情勢を話し合っている

•ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ大統領は「国際人道法は尊重され、罪は訴
追されなければならない」とロシアを非難

•ラブロフ外相はロシアが参加しないなかで機能不全

•OSCEは瓦解するだろうと発言



•ラブロフ外相が同時に提
示したこと

•NATOもアメリカもｳｸﾗｲﾅ
戦争に直接参戦している

•武器の供与

•軍事訓練も行っている

•ｲﾝﾌﾗ攻撃の理由は殺傷
兵器を供与しﾛｼｱ人を殺
害させないため



•厳冬期に入って今後
の戦況の行方が不
明

•ﾍﾙｿﾝ奪還したｳｸﾗｲ
ﾅだがﾄﾞﾆﾌﾟﾛ川を渡
れない

•ｱﾝﾄﾆﾌｽｷｰ橋が崩落

•ロシアが爆破

•東側に塹壕等構築

•現在は膠着状態





現在の戦況に関して
•ヘルソンから撤退したロシア軍

•ドニプロ川東側に強固な防衛線を構築

•ヘルソンを執拗に砲撃している

•撤退した軍の中で主力部隊をドネツク州に移動

•ドネツク州占領に向けて攻撃開始

•現在激戦地はバフムート

•ロシア軍は多くの犠牲を出しながら進軍

•凍結が始まると戦車を中心に大規模攻勢に出るか

予備役が犠牲か？



•消耗戦になっている塹壕

•真冬の寒さ 氷点下11℃

•塹壕の底に貯まった水の
中で過ごす

•塹壕足という症状+低体
温症で足の切断等

•第一次世界大戦の独ソ戦
と同じ状況

•双方に大きな消耗が発生



ロシアの戦闘方法が問題に
•ウクライナの一般人の生活を破壊する

•電力施設・燃料施設をミサイル等で攻撃

•暖房や電力を奪うことで生活を困窮させる

•国民の厭戦気分を高めて停戦に進める狙い

•ｾﾞﾚﾝｽｷｰ大統領は大量破壊兵器使用と同等と非難

•キーウでは都市を脱出する人が増加

•ｳｸﾗｲﾅ国民は耐えている

•現在は昼間が８時間 8時前に夜明け４時頃日没

若者に多い



インフラを攻撃されるウクライナ
国民生活は







•督戦隊の存在
•逃亡を図る自軍の
兵士を「射殺する」
と脅し、無理やり戦
闘を続行させるの
が役割

•投入されてい
る兵の練度低

•服役者の兵も
投入

•すでに500人以
上が戦死とも





•ﾜｸﾞﾈﾙが雇用し
たｻﾞﾝﾋﾞｱ人が戦
死

•医学生としてロ
シアへ留学

•罪を犯し収監

•特別採用で兵士

•ｳｸﾗｲﾅ戦で死亡

•ﾜｸﾞﾈﾙ軍の実力
が低下している



•ウクライナ国内
の美術品などを
略奪か
•ﾍﾙｿﾝ市の文化
施設から1.5万点
に上る美術品を
搬出

•ｳｸﾗｲﾅ側の主張
•ﾛｼｱは保護のた
めと主張



ロシアは侵攻してから消耗が激しい
•人員の損傷大 約９万人の死傷者＞予備役の招集

•年２回の徴兵 秋がｽﾀｰﾄ 18～27歳 12万人

•装備品の使用量が拡大 ミサイルは２/３を使用

• 北朝鮮から弾薬と武器 イランからドローン

•電子部品が不足＞家電製品から流用

• 冷蔵庫の輸入が急増

•武器の損傷も激しい 戦車や装甲車 ヘリコプター

• 倉庫に眠っていた旧式の武器を整備して使用



T62型戦車 1965年に公開 1970年代まで約19000両が
生産
現在までに８形式が開発され最新は2015年公開された
T14型



•ロシア軍が
残した兵器

•第一次世界
大戦で使っ
た重機関銃

•それほど兵
器が不足し
ているのか


